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本
年
も
早
や
師
走
を
迎
ふ
。
丸
二
年
に
及
ぶ
新
型
コ
ロ
ナ
と
の
戰
ひ
に
於
て
、
我
が
國
は
少
く
と
も
疫
學

的
、
醫
學
的
に
は
、
全
世
界
に
誇
り
得
る
成
果
を
上
げ
得
た
り
と
言
ふ
べ
し
。
諸
外
國
は
之
を
日
本

ジ
ャ
パ
ン

要
因

フ
ァ
ク
タ
ー

X エ
ッ
ク
ス

と
名
づ
け
て
我
が
國
共
々
之
を
解
明
せ
む
と
す
る
も
、
未
だ
的
確
な
る
結
論
得
ら
れ
ず
と
云
々
。
現

在
オ
ミ
ク
ロ
ン
型
の
感
染
の
初
期
と
て
警
戒
中
の
所
、
日
本
要
因X

へ
の
素
人
的
見
解
な
ど
表
明
す
べ
く

も
非
ざ
れ
ば
、
こ
れ
以
上
の
言
及
を
延
期
す
。 

さ
れ
ど
毎
日
の
電
視
視
聽
を
通
じ
て
別
の
感
懷
あ
り
。
そ
の
一
つ
に
專
門
家
の
解
説
あ
り
。
極
言
せ
ば
コ

ロ
ナ
な
か
り
せ
ば
、
そ
の
謦
咳
に
接
す
る
能
は
ざ
る
斯
界
の
泰
斗
に
電
視
畫
面
を
通
じ
て
、
間
近
に
御
話

頂
く
こ
と
、
洵
に
有
難
く
感
ず
。
慾
を
言
は
ば
當
該
ウ
イ
ル
ス
の
發
生
、
増
加
な
ど
、
現
代
科
學
の
理
論

的
立
場
よ
り
御
指
導
賜
ら
ば
幸
ひ
更
な
り
。
何
と
な
ら
ば
我
等
中
高
年
者
は
醫
療
の
み
な
ら
ず
、
電
算
、

宇
宙
な
ど
に
就
き
て
も
基
礎
理
論
の
受
講
經
驗
乏
し
く
、
そ
の
齎
す
人
類
へ
の
影
響
に
就
き
、
全
く
の
想

像
力
無
け
れ
ば
な
り
。 

歐
米
に
於
て
は
十
九
世
紀
中
葉
産
業
革
命
の
最
中
、
偉
大
な
る
科
學
者
マ
イ
ケ
ル
・
フ
ァ
ラ
デ
ー
は
「
若

者
達
へ
の
ク
リ
ス
マ
ス
講
演
會
」
を
千
八
百
二
十
六
年
よ
り
同
六
十
年
（
本
邦
安
政
七
年
）
ま
で
開
催
續

け
、
そ
の
最
終
講
演
は
「
蝋
燭
の
科
學
」
と
て
知
ら
る
。
こ
の
講
演
を
聞
き
た
る
英
國
の
若
き
英
才
は
科

學
の
あ
り
や
う
を
自
ら
の
腦
裏
に
正
確
に
燒
附
け
、
そ
の
傳
統
は
今
日
な
ほ
健
在
と
見
ゆ
。
即
ち
フ
ァ
ラ

デ
ー
の
最
大
の
功
績
は
、
科
學
と
は
人
間
の
感
性
に
よ
り
理
解
可
能
な
る
を
英
國
民
の
み
な
ら
ず
世
界
の

若
人
に
確
信
せ
し
め
た
る
に
非
ず
や
。
か
く
て
英
國
は
産
業
革
命
の
主
導
權
を
得
、
今
日
な
ほ
世
界
に
對

し
強
大
な
る
發
言
權
を
有
す
。 

我
が
國
は
科
學
立
國
を
標
榜
し
て
戰
後
久
し
き
も
、
最
近
は
氣
に
な
る
事
象
と
も
言
ふ
べ
き
多
か
ら
ず

や
。
先
日
日
本
人
初
の
一
般
人
宇
宙
旅
行
に
成
功
す
。
目
出
度
き
こ
と
な
れ
ど
、
宇
宙
へ
の
打
上
げ
よ
り

地
球
へ
の
歸
還
ま
で
全
て
外
國
機
、
外
國
施
設
、
外
國
運
航
に
御
委
せ
に
て
莫
大
の
「
旅
費
」
は
一
圓
も

我
が
國
に
は
還
流
せ
ず
、
期
待
を
後
世
に
願
は
ざ
る
べ
か
ら
ず
。。 

又
我
が
政
府
デ
ジ
タ
ル
化
促
進
に
注
力
す
と
雖
も
、
コ
ロ
ナ
對
策
の
一
環
と
て
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
追
跡

に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
利
用
せ
ん
と
す
。
さ
れ
ど
こ
れ
は
税
務
に
特
化
せ
る
シ
ス
テ
ム
に
し
て
、
今
後
ワ
ク

チ
ン
以
外
の
厖
大
な
る
醫
療
デ
ー
タ
の
處
理
用
に
は
別
途
の
設
計
を
要
す
べ
く
、
始
め
よ
り
税
務
、
醫
療

共
用
の
設
計
に
比
し
、
運
用
、
守
祕
兩
面
の
困
難
を
招
く
に
非
ず
や
。 

一
方
に
於
て
、
高
齡
化
社
會
に
於
け
る
高
齡
者
の
役
割
と
し
て
「
語
り
繼
ぐ
」
こ
と
あ
り
と
雖
も
、
特
に

思
ひ
浮
ば
ざ
る
を
如
何
せ
む
。
漸
く
今
囘
の
コ
ロ
ナ
事
案
に
て
、
惡
玉
に
祭
り
上
げ
ら
れ
つ
る
酒
家
、
酒



席
に
て
の
歡
談
に
就
き
、
一
考
を
得
た
り
。
今
日
酒
席
は
一
般
に
狹
き
卓
を
圍
み
大
聲
に
て
の
會
話
を
想

像
せ
し
む
る
も
、
曾
て
は
圍
爐
を
始
め
と
し
て
廣
座
敷
の
宴
會
に
至
る
ま
で
酒
は
靜
か
に
飮
む
べ
く
、
部

屋
の
壁
に
沿
ひ
て
一
列
に
着
席
の
光
景
を
想
起
す
。
次
々
に
運
ば
る
ゝ
料
理
を
靜
か
に
頂
き
、
時
折
舞
妓

さ
ん
の
舞
踊
等
演
奏
せ
ら
る
れ
ば
、
し
ば
し
食
事
を
中
斷
す
。
や
が
て
主
客
、
主
人
等
座
を
降
り
、
列
座

の
參
加
者
と
個
別
の
歡
談
始
む
る
に
至
り
て
稍
無
禮
講
に
趨
く
も
、
周
り
一
列
は
然
ま
で
亂
れ
ず
殘
る
。

こ
の
趣
旨
を
實
現
せ
ば
、
營
業
の
停
止
も
避
け
得
ら
れ
た
る
に
非
ず
や
。
か
ゝ
る
作
法
は
曾
て
は
年
長
者

か
ら
若
者
へ
、
先
輩
か
ら
後
輩
へ
と
傳
ふ
る
を
以
て
、
文
化
の
特
性
を
有
し
け
り
。 

（
令
和
三
年
十
二
月
三
日
受
附
） 

 


